
　

観
光
は
世
界
的
な
成
長
産
業
で
あ
る
。

国
連
世
界
観
光
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）

は
、
世
界
の
観
光
客
数
は
２
０
３
０
年

に
か
け
て
年
率
平
均
３
・
３
％
で
成
長

す
る
と
見
込
む
。
最
新
の
Ｕ＊

Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ

世
界
観
光
指
標
に
よ
る
と
、
15
年
１
月

〜
８
月
の
国
際
観
光
客
数
は
４
％
増
で
、

成
長
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
経
済
成
長

著
し
い
新
興
国
に
お
け
る
中
間
層
の
拡

大
が
世
界
の
旅
行
需
要
を
拡
大
。
こ
と

に
、
日
本
近
隣
の
中
国
や
ア
セ
ア
ン
諸

国
な
ど
は
旅
行
需
要
の
高
い
伸
び
が
期

待
さ
れ
る
国
々
で
あ
る
。

　

２
０
０
３
年
の
観
光
立
国
化
の
政
府

決
定
を
受
け
、
06
年
に
観
光
立
国
推
進

基
本
法
が
成
立
、
08
年
に
は
観
光
庁
が

設
置
さ
れ
た
。
以
来
、
ビ
ザ
の
要
件
緩

和
や
免
税
範
囲
の
拡
大
、
空
港
や
港
湾

の
整
備
、
訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
展
開
。
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
な
ど
の
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
、
寿
司
な
ど
日
本
食
へ

の
注
目
を
契
機
と
す
る
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
の
流
行
も
相
ま
っ
て
、
訪
日
外
国
人

旅
行
者
（
以
下
、
訪
日
客
）
数
は
年
々

増
加
（
図
１
）
し
た
。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
不
況
や

東
日
本
大
震
災
な
ど
の
影
響
で
減
少
し

た
年
が
あ
っ
た
も
の
の
、
12
年
末
か
ら

円
安
が
進
む
と
訪
日
客
数
が
回
復
し
た
。

13
年
に
初
め
て
１
千
万
人
の
大
台
を
超

え
、
14
年
は
１
３
４
１
万
人
を
記
録
し

た
。
国
・
地
域
別
（
表
）
で
は
、
１
位

が
台
湾
、
２
位
韓
国
、
３
位
中
国
、
４

位
香
港
、
５
位
米
国
。
以
下
、
タ
イ
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
・
英
国
が
続
く
。

　

15
年
は
１
月
か
ら
11
月
の
累
計
で
１

７
９
６
万
人
に
達
し
、
過
去
最
高
だ
っ

　2003年、外国人の訪日を促して経済の活性化を
図る「観光立国」宣言が当時の政府によってなさ
れた。それによって「ビジット・ジャパン・キャンペーン」
がスタートし、海外広報や外国人旅行者向けの環境
整備などの事業を実施し、外国人の呼び込みに努
めてきた。
　2003年当時、海外旅行へと出かける日本人は
1,330万人、これに対して日本を訪れる外国人旅行者
は521万人にすぎなかったが、2015年1月～１１月（推
計値）の日本人海外旅行者は1,487万人、外国人訪
日旅行者は1,796万人となり、通年での逆転が確実
な状況にある。それとともに外国人旅行者の消費活
動によって、新たな巨大市場が誕生し、経済に大き
な刺激を与えている。
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た
14
年
を
す
で
に
４
５
５
万
人
上
回
っ

て
い
る
。
国
・
地
域
別
で
は
中
国
が
４

６
５
万
人
で
初
め
て
１
位
と
な
っ
た
。

ま
た
、
中
国
・
韓
国
・
台
湾
・
香
港
は

累
計
で
14
年
の
年
計
を
超
え
た
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ

タ
リ
ア
な
ど
も
す
で
に
14
年
の
年
計
を

超
え
て
い
る
。

　

円
安
基
調
の
継
続
や
消
費
税
の
免
税

拡
大
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
格
安
航
空
会
社
）
の

増
便
・
路
線
の
拡
大
、
燃
油
サ
ー
チ
ャ

ー
ジ
の
値
下
が
り
、
大
型
ク
ル
ー
ズ
船

の
寄
港
増
加
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
好
条
件

が
重
な
っ
て
、
訪
日
客
の
大
幅
な
増
加

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
の
勢

い
で
い
く
と
「
２
０
２
０
年
に
２
千
万

人
」
の
目
標
は
早
々
に
達
成
す
る
と
見

込
ま
れ
、
目
標
値
の
上
方
修
正
も
検
討

さ
れ
て
い
る
。

旅
行
消
費
額
も

過
去
最
高
に

　

観
光
庁
の
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調

査
に
よ
る
と
、
２
０
１
４
年
の
訪
日
客

の
旅
行
消
費
額
は
全
体
で
前
年
比
43
・

１
％
増
の
２
兆
２
７
８
億
円
と
推
計
さ

れ
る
。
１
人
あ
た
り
の
旅
行
支
出
は
15

万
１
１
７
４
円
と
さ
れ
、
総
額
も
１
人

あ
た
り
も
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。

　

炊
飯
器
な
ど
家
電
か
ら
日
用
品
類
を

買
い
込
む
「
爆
買
い
」
で
注
目
さ
れ
る

中
国
人
の
１
人
あ
た
り
の
旅
行
支
出
は

23
万
１
７
５
３
円
と
他
よ
り
も
高
い
。

宿
泊
費
や
飲
食
費
な
ど
項
目
別
に
み
る

と
、
訪
日
客
全
体
の
買
い
物
代
の
平
均

５
万
３
２
７
８
円
に
対
し
、
中
国
人
は

12
万
７
４
４
３
円
を
多
様
な
も
の
の
購

入
に
使
っ
て
お
り
、
中
国
人
の
「
爆
買

い
」
が
数
字
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　

国
・
地
域
別
に
み
る
と
、
欧
米
の
旅

行
者
は
宿
泊
費
や
飲
食
費
に
金
を
使
い
、

買
い
物
は
控
え
気
味
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
ア
ジ
ア
か
ら
の
旅
行
者
は
宿
泊

費
や
飲
食
費
よ
り
も
買
い
物
に
よ
り
多

く
を
費
や
し
て
い
る
。
観
光
目
的
の
訪

日
客
に
日
本
で
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ

と
を
た
ず
ね
る
と
、
国
を
問
わ
ず
「
日

本
食
」
が
最
も
人
気
が
高
い
。「
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
」
は
台
湾
、
香
港
、
中
国
で

特
に
人
気
が
高
く
、
米
国
は
「
日
本
文

化
体
験
」
に
関
心
が
高
い
。

　

ま
た
、
旅
行
ス
タ
イ
ル
も
異
な
っ
て

い
る
。
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
し

た
訪
日
客
の
平
均
宿
泊
数
は
６
・
１
泊

で
あ
る
が
、
中
国
は
５
・
９
泊
、
欧
米

や
豪
州
は
10
泊
以
上
滞
在
し
て
い
る
。

　

同
じ
ア
ジ
ア
で
も
国
に
よ
っ
て
傾
向

は
分
か
れ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
は
８
万
８
８

１
４
円
と
中
国
に
次
い
で
買
い
物
に
金

を
使
っ
て
い
る
が
、
台
湾
は
４
万
６
５

０
１
円
、
香
港
は
５
万
１
５
８
４
円
と

平
均
に
近
い
。
中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
は
ビ

ザ
の
要
件
緩
和
も
あ
っ
て
、
こ
こ
数
年

の
間
に
、
日
本
観
光
が
さ
か
ん
に
な
っ

た
国
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
台
湾

や
香
港
は
つ
ね
に
訪
日
客
数
の
上
位
を

占
め
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
の
が
特
徴

で
あ
る
。
訪
日
回
数
で
見
る
と
、
今
回

が
初
め
て
の
訪
日
で
あ
る
割
合
は
中
国

が
56
％
に
対
し
て
、
台
湾
、
香
港
は
20

％
前
後
。
訪
日
回
数
10
回
以
上
の
リ
ピ

ー
タ
ー
が
台
湾
19
％
、
香
港
24
％
も
お

り
、
旅
行
ス
タ
イ
ル
が
異
な
る
の
は
当

然
と
い
え
る
。
中
国
は
東
京
・
大
阪
・

京
都
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
を
め
ぐ
る

ツ
ア
ー
が
主
流
だ
が
、
台
湾
、
香
港
の

場
合
、
沖
縄
や
北
海
道
な
ど
地
方
各
地

を
個
人
旅
行
で
訪
れ
る
人
た
ち
が
増
え

て
い
る
。

　

日
本
の
お
土
産
と
し
て
人
気
の
お
菓

子
類
や
日
用
品
な
ど
に
最
初
に
目
を
つ

け
た
の
も
、
台
湾
や
香
港
か
ら
の
旅
行

者
で
あ
る
。
言
語
の
関
係
か
ら
こ
の
地

域
の
情
報
は
大
陸
で
も
広
が
り
や
す
く
、

中
国
の
人
は
、
先
行
す
る
台
湾
や
香
港

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
取
り
入
れ
る
傾

向
が
強
い
。
実
際
、
初
め
て
日
本
に
来

る
中
国
人
旅
行
者
は
家
電
な
ど
大
き
な

も
の
を
買
う
傾
向
が
あ
る
が
、
リ
ピ
ー

タ
ー
に
な
る
と
化
粧
品
や
家
庭
薬
な
ど
、

手
軽
で
日
本
製
の
質
の
よ
さ
を
感
じ
ら

れ
る
商
品
を
選
ぶ
こ
と
が
多
く
な
る
と

い
う
。

　

た
だ
、
人
口
２
３
０
０
万
人
の
台

湾
、
７
０
０
万
人
の
香
港
と
13
億
人
の

中
国
を
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
分
母
の
違
い
を
考
え
れ
ば
、「
初

め
て
の
日
本
で
炊
飯
器
を
買
う
」
中
国

人
が
早
々
に
姿
を
消
す
こ
と
は
な
い
と

思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
か
ね
て
よ
り
懸
念
さ
れ
て
い

た
中
国
経
済
に
関
し
て
は
人
民
元
の
切

り
下
げ
な
ど
不
透
明
感
は
否
め
な
い
も

の
の
、
現
時
点
で
訪
日
ツ
ア
ー
へ
の
影

響
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
。
む
し
ろ
、

ま
す
ま
す
勢
い
を
増
す
感
が
あ
る
。

　

15
年
の
訪
日
客
の
旅
行
消
費
額
は
、

１
月
か
ら
９
月
ま
で
の
累
計
で
２
兆
６

千
万
円
弱
。
中
国
か
ら
の
訪
日
客
が
大

幅
に
増
加
し
た
結
果
で
あ
り
、
通
年
で

３
兆
円
を
超
え
る
の
は
間
違
い
な
い
。

１
人
あ
た
り
の
旅
行
支
出
も
全
体
的
に

増
加
し
、
こ
と
に
中
国
は
大
幅
な
伸
び

を
示
し
て
い
る
（
図
2
）。

0

10

20

30

全国籍・地域

15.8
18.7

台湾

12.9 14.2

香港

14.8
19.3

中国

23.6
28.1

米国

18.2 18.0

2014年7-9月期
2015年7-9月期

図 2　訪日外国人1人あたりの旅行支出
（2014年7-9月期と2015年7-9月期）

（単位：万円／1人）

出所：国土交通省観光庁「訪日外国人消費調査平成27年7-9月期」



背
景
に
は
日
本
製
へ
の
信
頼

　

い
ま
、
中
国
人
の
「
爆
買
い
」
の
対

象
は
主
に
家
電
類
や
家
庭
薬
、化
粧
品
、

菓
子
な
ど
で
あ
る
。
人
気
の
商
品
で
は

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
、
中
国
人
の
好
む
金
色

を
使
っ
た
も
の
も
登
場
し
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
、
な
か
に
は
衣
料
品
を
購
入
す

る
人
も
い
る
。
こ
と
に
、
原
宿
や
渋
谷

に
代
表
さ
れ
る
若
者
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は

ア
ジ
ア
を
中
心
に
人
気
が
高
い
。

　

以
前
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
海
外
の

掲
示
板
な
ど
を
紹
介
す
る
サ
イ
ト
に
、

あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

あ
る
中
国
人
女
性
は
日
本
で
服
を
買
う

の
が
念
願
だ
っ
た
。
だ
が
、
購
入
し
て

ホ
テ
ル
に
帰
っ
て
よ
く
見
る
と
、
そ
れ

は
中
国
で
製
造
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

翌
日
、
彼
女
は
店
を
再
訪
。
返
品
を
断

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
恐
れ
て
い
た

が
、
店
の
販
売
員
は
返
品
を
受
け
入
れ
、

彼
女
は
日
本
製
の
服
を
改
め
て
購
入
し

た
と
い
う
。
そ
の
中
国
人
女
性
は
、
返

品
を
受
け
入
れ
た
販
売
員
の
気
持
ち
の

よ
い
対
応
に
お
お
い
に
感
動
し
て
、
そ

の
体
験
を
ア
ッ
プ
し
た
。

　

日
本
人
に
と
っ
て
当
然
の
こ
と
と
思

わ
れ
る
こ
と
が
、
外
国
人
に
は
大
き
な

驚
き
と
な
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
信

頼
関
係
で
成
り
立
つ
日
本
の
商
習
慣
や

販
売
員
の
て
い
ね
い
な
接
客
は
外
国
人

に
強
い
印
象
を
与
え
る
。
こ
と
に
、
中

国
の
場
合
、
歴
史
的
な
関
係
か
ら
日
本

に
複
雑
な
感
情
を
い
だ
く
人
も
多
い
が
、

実
際
の
日
本
を
見
て
、
日
本
人
と
触
れ

る
こ
と
で
「
自
分
た
ち
が
教
え
ら
れ
て

き
た
日
本
と
実
際
の
日
本
は
違
う
」「
日

本
人
は
親
切
で
礼
儀
正
し
い
」
と
、
こ

れ
ま
で
の
印
象
が
く
つ
が
え
さ
れ
る
体

験
を
し
て
帰
っ
て
い
く
。
こ
れ
は
日
本

が
手
に
入
れ
た
、
新
た
な
ソ
フ
ト
パ
ワ

ー
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

一
方
、
残
念
な
面
も
あ
る
。
日
本
に

来
た
ら
、
日
本
製
の
も
の
が
ほ
し
い
と

思
う
の
は
当
然
で
あ
る
。
だ
が
、
日
本

の
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
っ
て
も
製
造
は
中
国

な
ど
海
外
で
行
わ
れ
る
場
合
が
多
い
。

衣
料
品
の
場
合
、
低
価
格
帯
だ
け
で
な

く
幅
広
い
価
格
帯
で
海
外
縫
製
の
製
品

が
流
通
し
て
い
る
。

　

昨
年
秋
か
ら
、
日
本
な
ら
で
は
の
高

い
技
術
に
目
を
向
け
、
日
本
製
を
打
ち

出
す
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。「J

∞

Q
U
A
LIT
Y

（
ジ
ェ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
）」

マ
ー
ク
は
、
ア
パ
レ
ル
業
界
が
ブ
ラ
ン

ド
の
垣
根
を
超
え
て
つ
く
っ
た
も
の
で
、

認
証
を
受
け

た
商
品
に
つ

け
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
単

に
縫
製
を
国

内
で
行
う
だ

け
で
な
く
、

生
地
に
す
る

段
階
か
ら
染
色
、
縫
製
ま
で
日
本
で
行

っ
た
、
い
わ
ば
「
純
国
産
」
を
示
す
マ

ー
ク
で
あ
る
。

　

ま
た
、
百
貨
店
で
も
タ
オ
ル
や
傘
な

ど
日
本
製
の
商
品
を
そ
ろ
え
た
コ
ー
ナ

ー
を
つ
く
っ
た
り
、
紳
士
服
の
日
本
製

の
品
ぞ
ろ
え
を
強
化
し
た
り
す
る
動
き

が
出
て
い
る
。
多
く
の
外
国
人
が
買
い

物
を
す
る
こ
と
で
、
日
本
製
の
価
値
を

日
本
人
が
再
認
識
す
る
結
果
と
な
っ
て

い
る
。

　

中
国
人
の
「
爆
買
い
」
の
背
景
に
は
、

日
本
製
へ
の
信
頼
と
と
も
に
中
国
製
へ

の
不
信
感
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
中
国
国
内
に
お
け
る
日
用
品
な

ど
の
品
質
は
、
さ
ら
に
中
間
層
が
拡
大

し
、
消
費
者
の
要
求
レ
ベ
ル
が
上
が
る

と
と
も
に
自
然
に
向
上
す
る
は
ず
で
あ

る
。そ
し
て
、旅
行
経
験
を
積
む
こ
と
で
、

旅
行
ス
タ
イ
ル
も
自
ず
と
変
化
す
る
。

日
本
人
が
か
つ
て
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、

人
生
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
海
外

旅
行
か
ら
、
数
あ
る
休
暇
の
す
ご
し
方

の
一
選
択
肢
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。

　

観
光
は
経
済
波
及
効
果
が
大
き
い
。

内
需
の
低
迷
が
続
き
、
少
子
高
齢
化
で

人
口
減
少
が
避
け
ら
れ
な
い
日
本
に
と

っ
て
新
た
な
成
長
産
業
の
存
在
は
重
要

で
あ
る
。
こ
と
に
、
中
国
を
中
心
と
し

た
訪
日
客
に
よ
る
「
爆
買
い
」
は
小
売

の
分
野
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
過
度
な
期
待
や
依
存
は

危
険
で
あ
る
。
短
期
的
に
は
、
中
国
経

済
の
先
行
き
や
為
替
の
変
動
に
よ
っ
て

動
き
は
変
わ
る
。
長
期
的
に
は
、
中
国

に
お
け
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
よ
り
先

進
国
に
近
づ
い
た
と
き
、
買
い
物
に
終

始
す
る
の
で
は
な
く
、
自
国
で
は
得
ら

れ
な
い
経
験
・
価
値
を
求
め
る
ス
タ
イ

ル
へ
と
移
行
す
る
。「
爆
買
い
」
は
い

ず
れ
終
息
す
る
。「
爆
買
い
」
を
あ
て

に
し
た
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
持
続

可
能
性
は
決
し
て
高
く
な
い
こ
と
を
理

解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

”民
泊
“解
禁
の
動
き

　

日
本
の
観
光
立
国
化
を
実
現
す
る
う

え
で
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

宿
泊
施
設
の
不
足
で
あ
る
。「
平
成
27

年
版
観
光
白
書
」
に
よ
る
と
、
訪
日
客

の
大
幅
増
加
に
よ
っ
て
全
国
の
宿
泊
施

設
の
稼
働
率
が
軒
並
み
上
昇
、
東
京
と

大
阪
で
は
14
年
の
客
室
稼
働
率
は
81
％

を
超
え
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
出
張
時
に
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
テ
ル
の
予
約
が
と
れ
な
い
、
部
屋

代
の
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
が
影
を
潜
め
、

む
し
ろ
値
上
が
り
す
る
な
ど
の
影
響
が

出
て
い
る
。
日
本
向
け
の
ツ
ア
ー
も
客

室
を
お
さ
え
ら
れ
な
い
た
め
催
行
を
断

念
す
る
ケ
ー
ス
や
、
東
京
を
避
け
て
宿

泊
を
近
隣
県
に
シ
フ
ト
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
深
刻
化
を
受
け
、
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政
府
は
、
個
人
が
所
有
す
る
マ
ン
シ
ョ

ン
や
戸
建
て
住
宅
の
空
き
部
屋
に
旅
行

者
を
有
料
で
泊
め
る
「
民
泊
」
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
つ
い
て
関
係
省
庁
で
実
態

の
把
握
を
行
い
、
旅
館
や
ホ
テ
ル
と
の

競
争
条
件
を
含
め
て
の
検
討
を
開
始
し

た
。
当
初
、「
民
泊
」
の
解
禁
は
、
旅

館
業
法
の
規
制
を
緩
和
す
る
「
国
家
戦

略
特
区
」
に
東
京
、
大
阪
、
京
都
な
ど

の
大
都
市
圏
を
指
定
し
て
行
う
と
し
て

い
た
。
法
改
正
を
伴
わ
な
い
形
で
の
実

施
を
目
指
し
て
い
た
わ
け
だ
が
、
新
法

や
現
行
法
の
改
正
の
可
能
性
を
含
め
て
、

２
０
１
６
年
に
結
論
を
出
す
と
い
う
。

　

こ
れ
ま
で
「
民
泊
」
は
旅
館
業
法
な

ど
で
原
則
禁
止
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、

実
際
に
は
「
民
泊
」
を
仲
介
す
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
サ
イ
ト
を
介
し
て
、

さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
外
国
人
と

の
交
流
を
目
的
に
自
宅
に
受
け
入
れ
る

利
用
者
も
多
い
が
、
一
方
、
マ
ン
シ
ョ

ン
の
空
き
部
屋
を
借
り
て
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
行
う
違
法
業
者
も
い
る
。「
民
泊
」

ビ
ジ
ネ
ス
に
利
用
さ
れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン

で
は
、
外
国
人
が
夜
中
に
大
声
を
あ
げ

る
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
ぎ
、
警
察
が

呼
ば
れ
た
ケ
ー
ス
も
出
て
い
る
。

　

だ
が
、
現
状
の
ま
ま
で
は
、
２
０
２

０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
際
に
１

万
室
が
不
足
す
る
と
も
い
わ
れ
、「
民

泊
」
の
活
用
は
不
可
欠
と
い
え
る
。
宿

泊
客
の
安
全
対
策
や
周
辺
住
民
と
の
ト

ラ
ブ
ル
の
回
避
な
ど
課
題
が
多
い
も
の

の
、
多
く
の
外
国
人
が
ご
く
一
般
的
な

日
本
人
と
接
点
を
持
つ
貴
重
な
機
会
と

も
な
る
。
健
全
な
「
民
泊
」
の
実
現
を

期
待
し
た
い
。

お
わ
り
に

　

米
国
の
世
界
的
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
会
社
で
あ
る
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ブ
ラ
ン

ド
が
、
10
年
前
か
ら
発
表
し
て
い
る

「
国
別
ブ
ラ
ン
ド
評
価
ラ
ン
キ
ン
グ
２

０
１
４
–
１
５
年
」
に
お
い
て
、
日
本

が
初
め
て
１
位
に
選
ば
れ
た
。
前
回
が

３
位
、
前
々
回
４
位
と
徐
々
に
評
価
を

上
げ
て
、
今
回
の
結
果
と
な
っ
た
。
２

位
が
ス
イ
ス
、
３
位
ド
イ
ツ
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
、
カ
ナ
ダ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
米

国
と
続
く
。

　

こ
の
調
査
は
、
同
社
が
ブ
ラ
ン
ド
評

価
に
値
す
る
と
選
定
し
た
22
か
国
を
対

象
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

国
家
基
盤
や
生
活
の
質
、
ビ
ジ
ネ
ス
に

お
け
る
魅
力
、
歴
史
遺
産
や
文
化
、
旅

の
魅
力
、
国
の
生
産
品
の
六
つ
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
、
海
外
経
験
豊
富
な

17
か
国
２
５
３
０
人
の
意
見
を
収
集
し

て
算
出
さ
れ
る
。

　

日
本
が
こ
と
に
高
い
評
価
を
得
た
の

は
、「
先
進
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」「
歴
史

遺
産
や
芸
術
・
文
化
」「
医
療
と
教
育
」

「
訪
れ
た
い
国
」
と
い
う
項
目
。
日
本

に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、「
取
引

先
と
し
て
だ
け
で
な
く
文
化
的
に
も
ユ

ニ
ー
ク
な
国
」「
立
ち
止
ま
る
こ
と
な

く
向
上
し
て
い
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
技
術
や

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
で
世
界
を
リ
ー
ド

す
る
国
」
と
い
っ
た
声
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
ブ
ラ
ン
ド
指
標
は
ほ
か
に

も
あ
る
が
、
こ
の
調
査
は
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
環
境
分
野
へ

の
評
価
に
力
点
を
置
い
て
い
る
と
こ
ろ

が
特
徴
と
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ン
キ
ン
グ

は
実
際
に
取
引
や
来
訪
、
口
コ
ミ
に
お

い
て
他
国
に
対
し
て
高
い
競
争
力
に
つ

な
が
る
と
い
う
。

　

日
本
の
工
業
製
品
は
「
高
品
質
」、

日
本
の
食
は
「
美
味
・
安
心
」
と
い
う

世
界
的
な
評
価
を
す
で
に
確
立
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
は
観
光
に
お
い
て
も
多
く

の
外
国
人
を
引
き
つ
け
る
重
要
な
要
素

と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
日
本
観
光

を
象
徴
す
る
言
葉
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

現
時
点
で
は
、「
お
も
て
な
し
」
で
は

な
い
か
と
思
う
が
、
外
国
人
の
心
に
刷

り
込
ま
れ
る
に
は
ま
だ
少
し
時
間
が
か

か
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

日
本
の
観
光
立
国
化
を
考
え
る
う
え

で
、
先
導
的
な
都
市
が
あ
る
。
そ
れ
は

京
都
市
で
あ
る
。
日
本
人
の
多
く
が
一

度
は
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
、「
繰
り
返

し
訪
れ
た
い
」「
何
度
訪
れ
て
も
飽
き

な
い
」
と
い
う
フ
ァ
ン
を
つ
ね
に
生
み

出
し
続
け
る
、
持
続
可
能
性
の
高
い
観

光
都
市
で
あ
る
。

　

い
ま
、
京
都
の
魅
力
は
外
国
人
に
も

波
及
、「
世
界
の
人
気
観
光
都
市
ラ
ン

キ
ン
グ
」
で
１
位
に
輝
く
に
至
っ
て
い

る
。
こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
米
国
の
大

手
旅
行
雑
誌
『
ト
ラ
ベ
ル
＋
レ
ジ
ャ
ー
』

が
発
表
し
た
も
の
で
、
京
都
市
は
２
０

１
４
年
・
１
５
年
と
２
年
連
続
で
世
界

１
位
に
選
ば
れ
、
パ
リ
や
ロ
ー
マ
な
ど

と
肩
を
並
べ
る
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
の
観

光
都
市
と
な
っ
た
。

　
『
ト
ラ
ベ
ル
＋
レ
ジ
ャ
ー
』
は
、
北

米
の
富
裕
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
雑

誌
で
発
行
部
数
は
１
０
０
万
部
近
く
、

世
界
的
な
影
響
力
を
も
つ
と
い
う
。
ラ

ン
キ
ン
グ
は
、
風
景
や
文
化
・
芸
術
、

食
事
な
ど
の
総
合
評
価
で
決
ま
る
。
京

都
市
で
は
外
国
人
観
光
客
向
け
に
「
24

時
間
多
言
語
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
、
外
国
人
も
歩
い
て
観
光
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
す

べ
て
の
都
市
が
京
都
市
の
よ
う
に
観
光

資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
京
都
市
の
多
言
語
対
応
や
景
観
改

善
な
ど
へ
の
取
り
組
み
は
見
習
う
こ
と

が
で
き
る
。
京
都
市
の
２
年
連
続
世
界

１
位
は
そ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
で

あ
り
、
観
光
立
国
の
実
現
に
は
地
道
な

積
み
重
ね
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。（

レ
ポ
ー
タ
ー
　
山
下
　
祐
）


